
協同が息づく兵庫のまちづくり

2018

10月4日、兵庫県民会館で「2018年度兵庫県生協大会」を開催し会員生協の組合員と役員・職員など285人
が集いました。今年度は、生協法施行70周年を記念して兵庫県知事表彰を3生協に、生協功労者表彰として「兵
庫県知事感謝」、生協業務に精励した役員・職員に「兵庫県生協連合会表彰」を贈りました。「食べることと歩く
ことが出来れば人生は幸せ〜二つのソクイク（息育・足育）で元気生活〜」をテーマに、みらいクリニック院長 
今井一彰氏の講演があり、生活習慣の改善やセルフケアの重要性を学びました。（関連記事 P.3）
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事業の生まれるところ甲南大学生活協同組合
専務理事

内田 真紀子
（うちだ・まきこ）

鮮
や
か
な
紅
葉
の
季
節
と
な
り
ま
し
た
が
、

い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

さ
て
、
甲
南
大
学
生
協
で
は
、
2
0
1
8

年
の
テ
ー
マ
を
「
固
」
と
し
、
こ
の
漢
字
の

持
つ
意
味
の
「
強
い
、
本
物
」
な
ど
職
員
約

2
0
0
人
で
、
自
分
な
り
の
「
固
」
を
意
識

し
た
上
で
の
事
業
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

2
0
1
9
年
に
創
立
1
0
0
周
年
を
迎

え
る
甲
南
学
園
は
昨
年
、
甲
南
大
学
岡

本
キ
ャ
ン
パ
ス
に
新
し
い
福
利
厚
生
施
設

「
K
O
N
A
N　

I
N
F
I
N
I
T
Y　

C
O
M
M
O
N
S
」
を
開
設
し
ま
し
た
。
甲

南
の
学
生
の
個
性
を
「
無
限
大
」
に
活
か
す
。

こ
の
よ
う
な
想
い
か
ら
誕
生
し
た
施
設
の
中

で
、
生
協
と
し
て
も
年
度
の
テ
ー
マ
を
「
挑
」

と
し
て
、
多
く
の
新
規
事
業
を
1
年
間
運
営

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
生
協
関
係
者
の
皆
様

に
も
見
学
に
来
て
い
た
だ
き
、「
も
う
一
度

大
学
生
に
戻
っ
て
通
い
た
い
」
と
い
う
お
声

を
多
く
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

2
0
0
1
年
に
、
生
協
の
知
識
が
無
い
一

女
子
大
生
が
教
授
に
薦
め
ら
れ
大
学
生
協
に

就
職
を
決
め
た
き
っ
か
け
は
、「
生
協
の
歴

史
は
、
困
っ
た
な
。
と
悩
ん
で
い
る
人
が
協

力
し
て
、
同
じ
悩
み
を
解
決
す
る
た
め
の
事

業
を
新
し
く
発
展
さ
せ
て
き
た
」
と
聞
き
、

共
感
を
し
た
こ
と
か
ら
で
し
た
。
近
年
は
生

活
が
便
利
に
な
っ
た
反
面
、
顔
を
合
わ
せ
て

自
分
の
悩
み
を
話
す
場
面
が
少
な
く
な
り
、

大
学
生
協
の
新
規
事
業
は
、
組
合
員
の
悩
み

か
ら
生
ま
れ
る
事
よ
り
も
、
生
協
以
外
の
他

業
者
が
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
の
転
換
が
多

く
な
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
今
月
か

ら
甲
南
大
学
生
協
を
含
む
各
大
学
生
協
は
一

部
地
域
を
除
く
全
国
で
手
を
つ
な
ぎ
、
新
し

い
事
業
組
織
を
作
り
ま
し
た
。
組
織
が
大
き

く
な
っ
た
こ
と
で
の
マ
ス
メ
リ
ッ
ト
を
生
か

し
、
組
合
員
へ
の
還
元
を
強
化
す
る
の
は
も

ち
ろ
ん
で
す
が
、
組
織
の
都
合
に
組
合
員
を

合
わ
せ
さ
せ
る
こ
と
の
無
い
よ
う
、
常
に
初

心
を
忘
れ
ず
に
事
業
運
営
を
進
め
て
い
か
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
。

甲
南
大
学
生
協
は
2
0
2
0
年
に
創
立
50

周
年
を
迎
え
ま
す
。
大
学
生
か
ら
社
会
人
に

な
る
過
程
の
大
事
な
時
期
に
関
わ
ら
せ
て
い

た
だ
い
て
い
る
立
場
と
し
て
、
今
の
組
合
員

一
人
ひ
と
り
が
抱
え
る
悩
み
を
「
あ
な
た
だ

け
で
は
な
く
、
周
り
の
人
も
同
じ
悩
み
を
抱

え
て
い
る
」
と
い
う
事
を
伝
え
、
孤
立
さ
せ

な
い
た
め
の
事
業
を
生
み
続
け
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
の
ア
ン
テ
ナ
を
持
ち

続
け
ら
れ
る
よ
う
、
改
め
て
「
固
」
を
意
識

し
中
身
を
強
く
磨
い
て
い
く
所
存
で
す
。
今

後
と
も
、
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、
ど
う

か
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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氏　名 所属生協 役職名
山口　健治 生活協同組合コープこうべ 専務理事
小坂　　仁 兵庫県立大学生活協同組合 常務理事
千葉　　裕 たじま医療生活協同組合 前理事長

氏　名 所属生協
今井　一人 生活協同組合コープこうべ
竹本　俊哉 生活協同組合コープこうべ
河﨑　俊文 生活協同組合コープこうべ
佐藤　洋子 生活協同組合コープこうべ
大澤　幸司 生活協同組合コープこうべ

氏　名 所属生協
福田　靖弘 生活協同組合コープこうべ
岸　　美穂 生活協同組合コープこうべ
宮地　　毅 生活協同組合コープこうべ
藤井　清子 生活協同組合コープこうべ
広田　大介 生活協同組合コープこうべ
山根　一夫 神 戸 医 療 生 活 協 同 組 合
川端　典子 神 戸 医 療 生 活 協 同 組 合
大石　　至 神 戸 医 療 生 活 協 同 組 合
冨澤　洪基 尼 崎 医 療 生 活 協 同 組 合
髙松　典子 尼 崎 医 療 生 活 協 同 組 合
城下　安代 尼 崎 医 療 生 活 協 同 組 合
真渕　幸子 宝 塚 医 療 生 活 協 同 組 合
和田　欣也 ろっこう医療生活協同組合
能勢　由佳 神 戸 市 民 生 活 協 同 組 合
岡本　直子 姫路市民共済生活協同組合
鈴木信太郎 兵庫労働共済生活協同組合

生協名
園 田 学 園 女 子 大 学 生 活 協 同 組 合
甲 南 女 子 大 学 生 活 協 同 組 合
神戸市立工業高等専門学校生活協同組合

兵
庫
県
生
協
大
会
を
開
催

2018
年度

協
同
が
息
づ
く
兵
庫
の
ま
ち
づ
く
り

テーマ
10
月
4
日
、
兵
庫
県
民
会
館
で
、
2
0
1
8
年
度
　
兵
庫
県
生
協
大
会
を
開
催
し
、

会
員
生
協
の
組
合
員
、
役
員
や
職
員
な
ど
2
8
5
人
が
集
い
ま
し
た
。

第
一
部 

記
念
式
典
は
、
姫
路
市
民
共
済

生
協 

大
塚 

泰
生
さ
ん
の
司
会
で
始
ま
り
、

主
催
者
を
代
表
し
て
兵
庫
県
生
協
連 

木
田 

克
也 

会
長
理
事
が
挨
拶
。
引
き
続
き
、
ご

来
賓
の
兵
庫
県
副
知
事 

金
澤 

和
夫 
様
よ
り

ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
続
い
て
行
わ

れ
た
表
彰
式
で
は
、
生
協
法
施
行
70
周
年
を

記
念
し
て
兵
庫
県
知
事
表
彰
を
3
生
協
に
贈

ら
れ
ま
し
た
。
次
に
長
年
に
わ
た
り
生
協
の

発
展
に
寄
与
さ
れ
た
3
人
の
会
員
生
協
役
員

に
生
協
功
労
者
表
彰
と
し
て
「
兵
庫
県
知
事

感
謝
」
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
神
戸
市

民
参
画
推
進
局 

部
長 

丹
本 

陽 

様
、
兵
庫

県
議
会
議
長 

松
本 

隆
弘 

様
よ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
生
協
へ
の
期
待
が
こ
め
ら
れ
た
ご
祝
辞
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
生
協
業
務
に
精

励
し
た
21
人
の
役
員
・
職
員
に
「
兵
庫
県
生

活
協
同
組
合
連
合
会
会
長
表
彰
」が
贈
ら
れ
、

会
場
か
ら
も
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し

た
。
続
い
て
7
月
の
西
日
本
豪
雨
に
よ
る
被

災
地
支
援
と
し
て
日
本
生
活
協
同
組
合
連
合

会
か
ら
兵
庫
県
内
の
被
災
者
へ
の
義
援
金
贈

呈
式
が
あ
り
木
田 

克
也 

会
長
理
事
か
ら
橋

本 

正
人 

県
民
局
長
へ
目
録
が
贈
ら
れ
、
橋

本
県
民
局
長
か
ら
木
田
会
長
理
事
へ
感
謝
状

が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

第
二
部
は
、「
食
べ
る
こ
と
と
歩
く
こ
と

が
出
来
れ
ば
人
生
は
幸
せ
〜
二
つ
の
ソ
ク
イ

ク
（
息
育
・
足
育
）
で
元
気
生
活
〜
」
と
題

し
て
、み
ら
い
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長 

今
井
一
彰

氏
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。「
あ
い
う
べ
体

操
・
ゆ
び
の
ば
体
操
」
を
ユ
ー
モ
ア
を
交
え

な
が
ら
わ
か
り
や
す
く
説
明
い
た
だ
き
会
場

は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
会

員
医
療
生
協
に
よ
る
「
健
康
チ
ェ
ッ
ク
」
や

「（
公
財
）
兵
庫
県
健
康
財
団
」「
コ
ー
プ
共

済
セ
ン
タ
ー
」
に
よ
る
健
康
づ
く
り
と
疾
病

予
防
の
取
り
組
み
と
「
ひ
ょ
う
ご
ま
る
ご
と

健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
申
込
み
の
受
付
を
行
い

ま
し
た
。
ロ
ビ
ー
で
は
「
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
共

済
」「
兵
庫
労
働
共
済
生
活
協
同
組
合
」
の

共
済
紹
介
も
行
わ
れ
、
多
く
の
参
加
者
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

兵庫県 金澤和夫 副知事

みらいクリニック
今井一彰 院長

兵庫県議会 松本 隆弘 県議会議長

神戸市 丹本 陽 部長

2018年度 知事表彰・生協功労者表彰
◦生協法施行周年記念に係る知事表彰

◦兵庫県知事感謝

◦兵庫県生協連合会会長表彰

義援金贈呈　（右）兵庫県 橋本 正人 局長
　　　　　　（左）木田克也 会長理事

健康チェック活動

（順不同・敬称略）
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兵庫県生協連2018年度

「緊急通行車両担当会議」を開催
9 月26日、兵庫県民会館で「2018年度　緊急通行車両担当会議」を開催、10会員生協・

1 株式会社から 7 名が参加しました。兵庫県からは、企画県民部県民生活局消費生活課　
山浦 萌子氏にご参加いただきました。この会議は、2008年 1 月に兵庫県と兵庫県生協連が
締結した「緊急時における応急生活物資供給等に関する協定書と実施細目」に基づき、応
急生活物資の運搬および医療活動を円滑に行うために緊急車両の許可がすみやかに得られ
るよう制定された事前届出制度について確認することを目的に開催しています。

はじめに「緊急時における応急
生活物資供給等に関する協定書・
同実施細目」について共有化を行
い、続いて緊急通行車両事前届出
制度について、さらに2017年度末
登録台数の確認や新規、廃車、移
動などに関する届出、また、メン
テナンススケジュールと申請の締
め切りについての確認、質疑応答
を行いました。

2018年度兵庫県生協連　第3回理事会報告

報
告
事
項

【開催日時】	 2018年10月 1 日　14：00〜15：50
【開催会場】	 兵庫県民会館　12階「1201」
【出席者】	 木田会長理事、髙橋副会長理事、田中専務理事、新保、岡本、大沼、藤井、
	 松永、福島、鈴木、西谷、本多（以上理事）、金丸、中川、岡村（以上監事）

1．分野別生協からの活動報告（各理事、監事より）
2．大学生協関西北陸事業連合の合併について
3．2018年度兵庫県生協大会（10月 4 日）について
4．「ひょうごの生協2018」について
5．2018年度東日本被災地支援活動について
6．第21回兵庫県・兵庫県生協連共催の監事研修会について
7．初級経理学校と第17回税務・経理講習会について
8．【JCC】虹の仲間づくりカレッジについて
9．【JCC】協同組合研究・交流会について
10．前回理事会〜10月 1 日までの兵協連行事・諸活動報告について
　　（部会、委員会、研究会、日生協運営委員会等の報告）
11．2018年10月〜兵協連主要行事スケジュール
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こ
れ
ま
で
各
医
療
生
協
が
独
自
に
取
り
組
ん
で

き
た
「
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
」。
2
0
1
8
年
度
か

ら
規
模
を
拡
大
し
、
県
下
の
生
協
や
協
同
組
合
が

一
緒
に
「
ひ
ょ
う
ご
ま
る
ご
と
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

と
し
て
12
月
31
日
ま
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

そ
の
キ
ッ
ク
オ
フ
を
兼
ね
、
秋
晴
れ
と
な
っ
た

9
月
22
日
、
コ
ー
プ
こ
う
べ
協
同
学
苑
を
会
場
に
、

各
生
協
の
「
食
と
健
康
」
に
関
す
る
様
々
な
活
動

や
取
り
組
み
を
紹
介
、
体
験
で
き
る
「
カ
ラ
ダ
は

じ
め
・
は
か
る
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
D
A
Y
」
を
開
催

し
ま
し
た
。
会
場
に
は
県
内
各
地
か
ら
7
9
0
人

を
超
え
る
方
の
参
加
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

午
前
10
時
、
中
庭
の
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
の
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
は
“
に
こ
い
ち
”
や
“
北
原
ゆ
か
”
に

よ
る
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
で
ス
タ
ー
ト
。
コ
ー
プ
こ
う
べ

の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
コ
ー
ピ
ー
」
や
コ
ー
プ
共
済

「
コ
ー
す
け
」、
献
血
推
進
キ
ャ
ラ
ク
タ
―
「
け
ん

け
つ
ち
ゃ
ん
」
ら
も
ス
テ
ー
ジ
に
花
を
添
え
て
く

れ
ま
し
た
。
全
体
進
行
は
「
は
じ
め
・
は
か
る
」

に
扮
し
た
音
楽
グ
ル
ー
プ
半
熟
B
L
O
O
D
の
菜

つ
美
さ
ん
と
漫
才
師
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
の
池
永
さ
ん

が
務
め
、
会
場
内
の
見
ど
こ
ろ
等
を
順
次
紹
介
し

て
く
れ
ま
し
た
。
研
修
棟
で
は
「
食
べ
方
は
か
っ

て
健
康
づ
く
り
」「
正
し
く
み
が
い
て
健
康
づ
く

り
」「
か
ら
だ
は
か
っ
て
健
康
づ
く
り
」「
み
ん
な

の
プ
チ
善
意
で
健
康
づ
く
り
」
等
々

の
ブ
ー
ス
に
分
か
れ
、
コ
ー
プ
こ
う

べ
や
医
療
生
協
（
尼
崎
・
阪
神
・
姫

路
）、
コ
ー
プ
共
済
や
兵
庫
県
ユ
ニ

セ
フ
協
会
、
日
本
赤
十
字
社
等
が
健

康
づ
く
り
に
向
け
た
取
り
組
み
を
紹

介
し
ま
し
た
。
ま
た
、
中
庭
の
回
廊

を
活
用
し
、
ろ
っ
こ
う
医
療
生
協
に

よ
る
「
カ
ラ
ダ
に
優
し
い
歩
き
方
測

定
」
の
実
施
や
、
隣
の
ピ
ロ
テ
ィ
で

は
農
協
が
地
場
野
菜
や
お
に
ぎ
り
、

漁
協
は
牡
蠣
お
好
み
焼
き
等
を
販
売

す
る
等
、
ま
さ
に
県
下
の
生
協
や
協

同
組
合
が
一
緒
に
な
っ
て
取
り
組
み

ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
B
D
H
Q
で
お
な

じ
み
の
東
京
大
学
大
学
院 

佐
々
木

敏
教
授
と
ラ
ジ
オ
関
西
の
三
上
公
也

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に
に
よ
る
ト
ー
ク

セ
ッ
シ
ョ
ン
「
健
康
と
食
生
活　

栄

養
健
康
リ
テ
ラ
シ
ー
を
身
に
着
け
よ

う
！
」
を
開
催
。
日
常
使
わ
れ
て
い

る
言
葉
を
適
切
に
理
解
・
解
釈
す
る

こ
と
の
大
切
さ
を
ユ
ー
モ
ア
を
交
え

な
が
ら
わ
か
り
や
す
く
説
明
い
た
だ
き
、
2
7
0

人
を
超
え
る
来
場
者
で
満
杯
の
会
場
は
、
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

生
活
習
慣
や
食
習
慣
を
改
善
す
る
、
健
康
づ
く

り
習
慣
の
大
切
さ
や
、
各
生
協
が
取
り
組
ん
で
い

る
様
々
な
食
や
健
康
の
活
動
を
知
っ
て
い
た
だ
け

る
良
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

進行役の
「はじめ・はかる」

JF 兵庫漁連のカキオコ販売

「からだはかって健康づくり」

JA 兵庫中央会のおにぎり販売

「食べ方はかって健康づくり」

「ひょうごまるごと健康チャレンジ2018」
キックオフ大会

〜カラダはじめ・はかるのチャレンジDAY〜開催

「トークセッション」
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JA たじまＪ
Ａ淡路市漁業振興協議会Ｊ

Ｆ

おさかな教室
干しダコ作りに挑戦

「たじまに生きる　たじまを活かす」を
スローガンに但馬の米のブランド力強化を

9 月 7 日㈮淡路市漁業振興協議会（JF 一宮町　
社領弘会長）主催の「おさかな教室」が淡路市立
北淡小学校の 6 年生30名を対象に行われました。
この教室は、兵庫県漁業士会による第 1 回の開催
から数えて今年で第10回目となります。この日の
スタッフは同協議会と県、淡路市職員に加え、地
元 4 漁協（富島、浅野浦、育波浦、室津浦）の職
員も集まり総勢17名となりました。

社領会長の挨拶のあと、干しダコ作りがスター
ト。まず、お手本として洲本農林水産振興事務所
水産課の職員が、マダコの急所を突いて締め、一
瞬でタコの体が真っ白になる様子を見せた後、内
蔵を取るなど下処理を実演しました。その後、児
童 1 人ずつに活きたタコが手渡され、下処理に挑
戦です。活きの良いタコを締める作業に手こずる
児童が多かったものの、スタッフの補助もあり下
処理が完了。次はタコを吊して干す作業を実演し、
児童らも見よう見まねで作業を始めました。ぬる
ぬるのタコがうまく持てず地面に落としてしまう
児童や、干しダコの形に上手く仕上げられない児
童など、なかなか苦戦したようですが全員が干し
ダコを作り上げ、下校時間まで学校で天日干しさ
れたあと、児童が家に持ち帰りました。

児童たちからは、「気持ち悪かったけど楽しかっ
た」、「締めるのが難しかった」、「お母さんにタコ
飯を作ってもらう」などの声が聞かれ、貴重な体
験となったようです。

JA たじまは、「たじまに生きる　たじまを活か
す」をスローガンに、但馬地域の特色をいかした
自己改革に取り組んでいます。その中で、農業者
の所得増大を目的とした、米のブランド力強化の
取り組みを紹介します。

コウノトリが生息する円山川下流域と周辺の水
田は、ラムサール条約の登録湿地となるなど、地
域を挙げて自然環境の保護に取り組んでいます。
同 JA は野生復帰したコウノトリが住みやすい環
境づくりの一環として「コウノトリ育むお米」の
栽培に取り組んでいます。同米を生産する 4 人の
農家が平成30年 1 月、農産物の国際的な安全基準
である、グローバル GAP のグループ認証を取得
しました。また、海外への輸出にも取り組んでおり、
アメリカ、シンガポール、ドバイ、香港などへ定
期的に輸出をしています。また、さらなる知名度
の向上と需要拡大に向けて、2020年の東京オリン
ピック・パラリンピック大会の選手村で提供され
る食材として採用されることを目指しています。

今後は、GAP を取得した米について、全量有
機 JAS 認証取得を予定しています。有機 JAS 認
証は農薬等の化学物質を使わず生産された農畜産
物であることを示すもので、安全・安心を追求し
たお米として、さらなるブランド力の強化を目指
します。

グローバル GAP のグループ認証を取得しました。
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みなさま、こんにちは。適格消費者団体 NPO 法人ひょうご消費者ネットの吉江直記です。
11月になると、今年もあとわずか、という締め切りに迫られるような気持ちになります。とはいえ、秋本番

の11月は、昔から好きです。日中はぽかぽかしていて、日が暮れると寒い気候は、私にとって、とても、ちょ
うどいいのです。そう、私は海や山でバーベキューやキャンプなどが得意ではないので、なおさら、この時
期が好きなのかもしれません。

さてさて、最近の差止請求活動について、お話しようと思います。水回りの修理トラブルってご存知でしょうか？水道が故障して、
マグネット広告見て、業者に来てもらったら、高額の修理費を請求された、また、クーリング・オフできないと言われた、というよ
うなトラブルです。兵庫県内でも、このようなトラブルは多く発生しています。ひょうご消費者ネットは、今、トラブルの多かった
水道修理業者に対して、不当な行為をやめるように、差止請求訴訟を提起しています。訴訟を通じて、事業者の対応が改善され
て、一人でも消費者被害に遭ってしまう方が少なくなってほしいと願うばかりです。詳しくは、ひょうご消費者ネットのホームペー
ジをご覧ください。 （ひょうご消費者ネット　理事　司法書士　吉江直記）

適格消費者団体NPO法人ひょうご消費者ネット

窓の

〒650-0011　神戸市中央区下山手通五丁目７番11号兵庫県母子会館２階 C
TEL：078-361-7201　E-mail：office@hyogo-c-net.com

ひょうご消費者ネット
連　絡　先

最近の消費生活相談事例

不用品の訪問買い取り ひとりで対応しないで

事　例

「古着を買い取る。」という電話が女性からあり、着なくなった服を買い取って
もらうつもりで訪問を承諾した。

訪問してきた男性は、服はざっと見ただけで、「貴金属はないか。見積もりだけ
でもいいから見せてほしい。」と言った。断ったが、帰ってくれないので、指輪な
どを見せたところ、勝手に査定され代金を渡された。大切な指輪なので返してほしい。

（80代・女性）

【アドバイス】
不要になった衣類や靴などの買い取りをきっかけに自宅に上がり込み、貴金属を安く買い取られるという

相談が多く寄せられています。
これは「訪問購入」と言い、特定商取引法で規制されています。
クーリングオフ制度により、法律で定められた書面を受け取った日を含め8日以内は無条件で契約の解除が

可能です。しかし、一度物品を引き渡すと、取り返すことが困難な場合がありますので、契約後もクーリン
グオフ期間（8日間）内は手元に物品を置いておきましょう。

他にも、訪問購入での飛び込みの勧誘やしつこい勧誘、買い取る物品の種類を明示しないで勧誘すること、
迷惑を覚えさせるような方法で引き渡しを迫ることも禁止されています。

自宅での不用品買い取りは、店頭に持参する必要がない点がメリットですが、デメリットとしては買い取
り価格の妥当性が判断しづらい点や断りにくい点などが挙げられます。

不用品の買い取りを利用する時は、
　①突然訪問する業者を家に入れない。
　②利用するときは、対応は1人でせず、家族などに立ち会ってもらう。
　③ 買い取りの際は事業者の連絡先・物品の種類や特徴・買い取り金額・クーリングオフ制度について記

載された書面を必ず受け取る。
　④売却したくない場合はきっぱりと断り、毅然と対応する。
なかなか帰ってくれず困ったときには警察を呼びましょう。不明な点があれば最寄りの消費生活センター

に相談してください。 （兵庫県立消費生活総合センター　☎078・303・0999）

7

兵
協
連
だ
よ
り



「兵協連だより」

社会福祉法人 兵庫県共同募金会

１０月１日から第７２回赤い羽根共同募金運動

が始まりました。お寄せいただいた寄付金は、

兵庫県内の地域福祉活動の推進に役立てられま

す。

また、寄付金の一部は、大規模災害発生時に

おける被災地でのボランティア活動を支援する

ために積み立てられています。

今年度も、あたたかいご支援とご協力を

よろしくお願い申し上げます。

「助け合い 広がる つながる 赤い羽根」

www.akaihane‐hyogo.or.jp

兵庫県共同募金会マスコット

あかはねちゃん

ホームページ ●アドレス（URL）：http://www.coop-hyogo-union.or.jp●E-mailアドレス：hyogo@kobe.coop.or.jp

第
5
7
0
号 

兵
協
連
だ
よ
り 

2
0
1
8
年
11
月
1
日
発
行
　
編
集
発
行 

兵
庫
県
生
活
協
同
組
合
連
合
会
　
〒
650
︱
0011 

神
戸
市
中
央
区
下
山
手
通
4
丁
目
16
︱
3 

県
民
会
館
4
階 

　 

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
︵
0
７
８
︶

 

３
９
1
・
８
６
３
４     

　

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
︵
0
７
８
︶

 

３
９
2
・
2
0
５
９    

県
連
日
誌

編
集
後
記

猛
暑
が
続
い
た
今
年
も
、
や
っ
と
涼
し
く
な

り
体
を
動
か
す
に
は
良
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

10
月
4
日
㈭ 

兵
庫
県
生
協
大
会
が
、
兵
庫
県
民

会
館
9
階
け
ん
み
ん
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
（
関
連
記
事
P
3
）。
ま
た
、
9
0
2
号
室
に

て
各
医
療
生
協
・
コ
ー
プ
共
済
セ
ン
タ
ー
・
兵

庫
県
健
康
財
団
が
主
催
の
「
健
康
チ
ェ
ッ
ク
活

動
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
各
医
療
生
協
の
支
援

者
の
み
な
さ
ま
が
機
器
の
搬
入
・
会
場
設
定
か

ら
運
営
ま
で
す
べ
て
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ほ
ん
と
う
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

い
ろ
い
ろ
な
催
し
の
た
び
に
各
団
体
の
み
な

さ
ま
の
支
援
に
感
謝
感
激
し
て
お
り
ま
す
。
今

後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。�

（
村
上
）

11
月
2
日
㈮　

兵
庫
県
・
兵
協
連
共
催

�

第
21
回
監
事
研
修
会

�

（
県
民
会
館　

1
2
0
2
）

11
月
6
日
㈫　

兵
庫
J
C
C
協
同
組
合
研
究
・
交
流
会

11
月
13
日
㈫　

兵
協
連 

第
4
回
生
協
活
動
委
員
会

�

（
県
民
会
館　

3
0
2
）

11
月
15
日
㈭　

兵
協
連 

第
2
回
共
済
生
協
部
会

�

（
県
民
会
館　

3
0
1
）

11
月
20
日
㈫　

兵
協
連 

初
級
経
理
学
校

�

（
県
民
会
館　

1
2
0
2
）

11
月
26
日
㈪　

兵
協
連 

第
2
回
大
学
生
協
部
会

�

（
県
民
会
館　

3
0
2
）

11
月
27
日
㈫　

兵
協
連 

第
2
回
医
療
生
協
部
会

�

（
県
民
会
館　

3
0
2
）

11
月
30
日
㈮
〜
12
月
1
日
㈯　

兵
協
連 

保
健
・
医
療
・

福
祉
研
究
会　

研
修

�

（
お
た
が
い
さ
ま 

ま
つ
え
・
や
す
ぎ
）

ひょうごまるごと健康チャレンジ2018に登録しよう！

2018年9月1日〜12月31日　期間中の30日間
好きなコースにエントリーし、目標を決めて結果をチャレンジ
カレンダーに記入。
終了後は結果ハガキを提出する。Webでも登録や報告ができます。

■チャレンジコース
「はじめさんコース」
1. はじめてのあいうべ体操
2. はじめてのサロン
3. はじめての禁煙
4. はじめての正しい手洗い
「はかるさんコース」
5. 食べ方をはかろう
6. 血圧をはかろう
7. 歩数をはかろう
8. いどむくんコース

今からでも、何度でもチャレンジできます！
まだチャレンジに参加していない方、2回目、3回目に挑戦される方もお待ちしています！

WEBエントリーが
おすすめです
健康チャレンジは
WEBからもエン
トリーおよび報告
ができます。
https://health-challenge.jp/hyogomarugoto
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